
　

か
ね
て
か
ら
公
務
労
協
（
国
公
・
国
営
企
業
・
地
公
等
の
労
組
で
構
成
）
が

制
定
を
目
指
し
て
き
た
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月

二
八
日
衆
議
院
、
五
月
一
三
日
参
議
院
で
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
・
成
立
し
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
目
指
す
内
容
か
ら
も
、
運
動
が
法
律
を
生
み
出
し
た

と
い
う
点
か
ら
も
画
期
的
な
法
制
定
と
な
っ
た
。

　

公
務
労
協
は
、
小
泉
政
権
で
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
「
小
さ
な
政
府
論
」

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
破
壊
に
対
抗
し
「
国
民
生
活
の
安
定
・
安
心
を
支
え

る
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
確
立
を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
き
た
。

　

理
論
的
に
は
「
良
い
社
会
を
作
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
研
究
会
（
主
査

神
野
直
彦
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
」
の
研
究
報
告
書
を
基
礎
に
、
運
動
的

に
は
約
三
四
〇
万
筆
を
集
約
し
た
「
と
も
に
生
き
る
社
会
の
た
め
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
憲
章
の
制
定
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
政
治
的
に
は
憲

章
か
ら
法
制
定
に
発
展
さ
せ
て
法
案
作
り
に
携
わ
っ
た
原
口
一
博
民
主
党
ネ
ク

ス
ト
総
務
大
臣
（
衆
議
院
議
員
）
を
中
心
と
す
る
民
主
党
議
員
の
活
躍
を
得
て

法
制
定
が
実
現
し
た
。

　

民
主
党
の
調
整
努
力
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
民
主
・
社
民
・
国
民
新
・
公

明
・
自
民
五
党
共
同
提
案
と
な
り
全
会
一
致
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

労
働
団
体
で
あ
る
公
務
労
協
が
、
自
ら
の
仕
事
の
中
身
で
あ
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
理
論
作
り
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
中
に
取
り
組
み
、
政
治
的
協
力
を
得

て
法
律
制
定
に
至
っ
た
こ
と
は
実
に
画
期
的
で
あ
る
。

　

基
本
法
と
い
う
名
が
示
す
と
お
り
理
念
法

　
　

具
体
的
に
生
か
し
実
践
す
る
こ
と
が
次
の
仕
事

　

一
一
箇
条
と
附
則
か
ら
な
る
こ
の
法
律
は
基
本
法
と
い
う
名
が
示
す
と
お
り
、

通
常
の
法
律
が 

"
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
く
市
民
と
行
政
を
拘
束
す
る"　

の
と
は
異
な
り
、
目
指
す
姿
を
示
す
「
理
念
法
」
で
あ
る
。

　

公
務
労
協
が
こ
の
法
制
定
の
意
義
を
高
く
評
価
し
た
う
え
で
、
趣
旨
を
具
体

的
に
生
か
し
実
践
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

教
育
・
公
共
交
通
・
水
道
事
業
・
一
般
行
政
は
法
第
二
条
に
定
義
す
る
「
国

民
が
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
需
要

を
満
た
す
行
為
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
各
分
野
で
業
務
の
あ
り
方
を
市
民

本
位
で
見
直
し
改
革
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

労
使
の
間
で
は
雇
用
・
賃
金
・
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
団
体
交
渉
事
項
に
加
え

て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
促
す
仕
事
内
容
・
経
営
方
針
を
め
ぐ
る
労
使
の
「
社
会
的
対

話
」
の
シ
ス
テ
ム
化
が
不
可
欠
に
な
る
。
こ
の
法
律
を
具
体
的
に
生
か
し
実
践

す
る
こ
と
は
労
組
が
こ
れ
ら
の
課
題
に
市
民
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
を
意
味

す
る
。

　

小
さ
な
政
府
・
安
上
が
り
行
政
の
破
綻

　
　
　
　
　

 
 

効
率
・
競
争
か
ら
公
正
・
連
帯
へ

　

機
能
を
縮
小
さ
れ
、
力
の
あ
る
専
門
職
を
補
充
し
て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
保

健
所
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
で
混
乱
し
た
。
派
遣
切
り
な
ど
の
相

談
が
来
る
福
祉
事
務
所
で
練
達
の
ワ
ー
カ
ー
が
不
足
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き

て
い
な
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
水
際
作
戦
＝
申
請
受
理
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
」
と

い
う
違
法
行
為
さ
え
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
医
療
な
か
ん
ず
く
公
立
病

院
を
金
食
い
虫
扱
い
し
て
財
政
か
ら
締
め
付
け
た
結
果
、
多
く
の
地
域
で
公
立

病
院
の
閉
鎖
や
機
能
縮
小
が
続
出
し
、
市
民
の
医
療
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
小
さ
な
政
府
論
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
破
壊

は
市
民
生
活
を
危
機
に
さ
ら
し
て
い
る
。

　

今
こ
そ
効
率
・
競
争
最
優
先
か
ら
公
正
・
連
帯
を
重
ん
じ
る
社
会
に
転
換
し

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
が
可
決
成
立

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
が
可
決
成
立

画
期
的
な
法
制
定

画
期
的
な
法
制
定

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法
律
を
そ
の
転
換
点
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
方
公
務
員
退
職
者
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
破
壊
の
直
接
の
被
害
者
で
あ
る
と
同

時
に
、
再
建
を
す
す
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
で
も
あ
る
。
現
職
と
と
も
に

こ
の
法
律
の
具
体
化
に
む
け
て
役
割
を
果
た
し
た
い
。

条
文
抄
録

基
本
理
念

‥

権
利
の
明
定

　

第
三
条

‥
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
並
び
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
施

策
の
策
定
及
び
実
施
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

国
民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
が
尊
重
さ
れ
、
国
民
が
健
全
な
生
活
環
境
の
中

で
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

安
全
か
つ
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
、
確
実
、
効
率
的
か
つ
適
正

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

　

二　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
多
様
化
す
る
国
民
の
需
要
に
的
確

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

三　

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
国
民
の
自
主
的
か
つ
合
理
的
な
選
択
の

機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

　

四　

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
必
要
な
情
報
及
び
学
習
の
機
会
が
国
民

に
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
民
の
意
見
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
。

　

五　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
よ
り
苦
情
ま
た
は
紛
争
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
さ
れ
、
ま
た
は
解
決
さ
れ
る
こ
と
。

従
事
者
の
責
務

　

第
六
条

‥

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
従
事
す
る
者
は
国
民
の
立
場
に
立

ち
責
任
を
自
覚
し
誇
り
を
持
っ
て
誠
実
に
職
務
を
遂
行
す
る
責
務
を
有
す

る
労
働
環
境
整
備

　

第
一
一
条

‥

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
安
全
か
つ
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
に
従
事
す
る
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
そ
の
他
の
労
働
環
境
の

整
備
に
関
し
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
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人
事
院
は
四
月
末
に
夏
季
一
時
金
に
関
す
る
特
別
調
査
を
実
施
し
、
五
月
一

日
に
「
六
月
期
の
期
末
手
当
〇
・
一
五
月
、
勤
勉
手
当
〇
・
〇
五
月
、
計
〇
・

二
月
分
の
支
給
を
暫
定
的
に
凍
結
す
る
」
こ
と
を
勧
告
し
、
政
府
は
労
働
組
合

の
強
い
抗
議
を
押
し
切
っ
て
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

凍
結
を
内
容
と
す
る
給
与
法
改
正
法
案
は
五
月
二
九
日
に
可
決
成
立
、
即
日

公
布
・
施
行
さ
れ
確
定
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
秋
以
来
の
経
済
混
乱
に
よ
り
、
民
間
の
一
時
金
が
今
夏
は
相
当

程
度
落
ち
込
む
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
と
ら
え
、
公
務
員
に
つ
い
て
も
速
や
か
に

抑
制
す
べ
し
と
す
る
与
党
の
圧
力
に
人
事
院
が
屈
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

自
治
体
で
も
多
く
の
人
事
委
員
会
が
追
随
を
始
め
て
い
る
。

　

人
事
院
勧
告
の
仕
組
み
か
ら
は
許
さ
れ
な
い

　
　
　
　
　
　

    

ゲ
ー
ム
途
中
で
の
ル
ー
ル
変
更

　

公
務
員
の
特
別
給
は
、
民
間
企
業
に
お
け
る
前
年
冬
と
当
年
夏
の
過
去
一
年

間
の
賞
与
の
支
給
実
績
を
調
査
し
比
較
・
均
衡
を
図
る
方
法
を
と
っ
て
お
り
、

仮
に
今
夏
民
間
に
低
下
が
あ
れ
ば
夏
の
勧
告
を
経
て
法
改
正
の
う
え
減
額
す
る

と
い
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
半
年
遅
れ
で
民
間
準
拠
す
る
ル
ー
ル

で
、
民
間
企
業
賞
与
が
上
が
る
と
き
も
半
年
遅
れ
で
引
き
上
げ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
勧
告
は
極
め
て
少
な
い
数
の
企
業
の
調
査
結
果
に
も
と
づ

　

地
公
退　

　

地
公
退　
　　

　
　

第
四
〇
回
定
期
総
会
に
む
け
て
準
備
進
む

　
　

第
四
〇
回
定
期
総
会
に
む
け
て
準
備
進
む

　

地
公
退
第
四
〇
回
定
期
総
会
は
、
七
月
三
〇
日
に
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
向
け
て
六
月
二
二
日
に
役
員
会
が

開
催
さ
れ
議
案
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

  　

 

運　

動　

方　

針　

案

　

運
動
方
針
案
は
昨
年
の
体
系
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
一
．
地
公
退
統
一
要
求
の

も
と
、
社
会
保
障
の
充
実
・
公
正
な
税
制
を
目
指
す　

二
．
平
和
と
民
主
主

義
・
環
境
を
守
る　

三
．
総
選
挙
に
勝
利
し
、
政
権
交
代
に
よ
り
私
た
ち
の
主

張
の
実
現
を
目
指
す　

四
．
地
公
四
単
産
の
現
・
退
一
致
の
運
動
を
も
と
に
、

退
職
者
連
合
と
連
携
し
て
運
動
を
進
め
る
と
い
う
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

総
選
挙
に
向
け
て
は
、
与
野
党
逆
転
・
政
権
交
代
の
実
現
に
全
力
を
挙
げ
る

と
し
、
現
退
一
致
の
運
動
を
基
本
に
、
地
公
退
と
し
て
は
自
治
労
協
力
国
会
議

員
団
・
日
政
連
国
会
議
員
団
と
の
連
携
を
軸
に
、
民
主
党
・
社
民
党
と
の
協
力

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
運
動
展
開
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
連
合
・
原

水
禁
・
核
禁
会
議
が
呼
び
か
け
、
退
職
者
連
合
が
賛
同
団
体
に
な
っ
て
い
る

「
核
兵
器
廃
絶
一
千
万
人
署
名
」
が
実
施
さ
れ
る
の
で
地
公
退
と
し
て
も
積
極

的
に
取
り
組
む
方
針
案
と
し
て
い
る
。

　

 　

  

統　

一　

要　

求

　

政
府
に
対
す
る
統
一
要
求
は
新
た
な
要
素
と
し
て
「
年
金
積
立
金
の
運
用
は

国
連
の
責
任
投
資
原
則
に
署
名
し
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
運
用
す
る
こ
と
」
「
医

療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
国
際
的
に
見
て
低
す
ぎ
る
医
療
費
総
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
。
こ
れ
を
裏
打
ち
す
る
診
療
報
酬
を
改
善
す
る
こ
と
」
「
所
得
税
の
医
療

費
控
除
を
改
善
し
、
医
療
・
介
護
費
控
除
に
改
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
対
価
全
部

を
控
除
対
象
と
す
る
こ
と
」
な
ど
を
提
起
し
て
い
る
。

　

医
療
保
険
で
は
「
国
民
皆
保
険
の
基
礎
と
し
て
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
確

立
し
、
低
所
得
者
に
対
す
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
」
と
表
現
の
補
強
を
提
起
し

て
い
る
。

　

介
護
保
険
で
は
「
利
用
者
が
理
解
し
、
選
択
で
き
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
シ

ン
プ
ル
な
制
度
に
改
め
る
こ
と
」
「
認
定
シ
ス
テ
ム
変
更
に
よ
り
利
用
者
に
不

利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
「
老
人
福
祉
法
と
介
護
保
険
法
の
谷
間

き
、
い
わ
ば
つ
か
み
で
減
額
幅
を
決
め
、
繰
り
上
げ
て
「
支
給
凍
結
」
す
る
と

い
う
も
の
で
、
少
な
く
と
も
従
来
人
事
院
が
標
榜
し
て
き
た
科
学
性
、
精
確
性
、

人
事
院
の
中
立
性
を
投
げ
捨
て
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

勧
告
が
制
度
で
あ
り
ル
ー
ル
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
の
途
中
で
突
然
こ

の
イ
ニ
ン
グ
だ
け
は
ツ
ー
ア
ウ
ト
で
チ
ェ
ン
ジ
に
す
る
と
い
う
が
ご
と
き
ル
ー

ル
変
更
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。

　

労
働
基
本
権
回
復
が
本
来
の
姿　

引
き
延
ば
し
続
く
検
討

　

そ
も
そ
も
、
政
府
は
公
務
員
労
働
者
の
労
働
基
本
権
を
不
当
に
制
約
し
、
そ

の
代
償
措
置
と
し
て
人
事
院
・
人
事
委
員
会
を
置
い
て
き
た
。

　

公
務
員
の
賃
金
労
働
条
件
決
定
は
本
来
社
会
的
に
民
間
準
拠
し
つ
つ
、
団
体

交
渉
・
協
約
・
争
議
と
い
う
当
た
り
前
の
労
使
関
係
の
中
で
決
定
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
助
言
を
受
け
て
進
め
ら
れ
た
基
本
権
回
復
を
め
ぐ
る
検
討
は

二
〇
〇
七
年
の
「
専
門
調
査
会
」
報
告
の
後
、
検
討
の
場
は
設
け
ら
れ
た
も
の

の
二
〇
一
二
年
を
目
途
に
す
る
と
し
て
遅
々
と
し
て
進
行
し
て
い
な
い
。

　

人
事
院
の
代
償
機
能
を
傷
つ
け
る
の
な
ら
、
即
刻
基
本
権
を
回
復
す
べ
き
で

あ
る
。

夏
季
一
時
金
一
部
凍
結

夏
季
一
時
金
一
部
凍
結

人
事
院
異
例
の
勧
告
、
政
府
は
強
行
実
施

人
事
院
異
例
の
勧
告
、
政
府
は
強
行
実
施

を
無
く
し
、
社
会
的
・
身
体
的
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の
生
活
の
場
を
保
障
す

る
施
設
を
公
的
責
任
で
整
備
す
る
こ
と
」
な
ど
の
補
強
を
提
起
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
運
転
免
許
証
更
新
時
に
七
五
歳
以
上
の
者
に
対
し
て
認
知
機
能
検

査
を
強
要
し
な
い
こ
と
」
を
新
た
に
提
起
し
て
機
械
的
に
年
齢
で
人
を
区
分
し

よ
う
と
す
る
政
府
に
反
論
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
各
構
成
組
織
の
検
討
を
経
て
、
再
度
役
員
会
で
調
整
し
て

総
会
に
提
案
さ
れ
る
。

　

九
・
一
四　

地
公
四
単
産
・
地
公
退
集
会

　

九
・
一
四　

地
公
四
単
産
・
地
公
退
集
会

　

例
年
、
退
職
者
連
合
の
「
九
・
一
五
全
国
高
齢
者
集
会
」
の
前
段
で
開
催
し

て
き
た
「
九
・
一
四
地
公
四
単
産
・
地
公
退
高
齢
者
集
会
」
に
つ
い
て
は
、
本

年
も
現
職
・
退
職
者
会
が
協
力
し
て
日
本
教
育
会
館
で
開
催
す
べ
く
準
備
に

入
っ
た
。
全
国
規
模
で
会
員
が
結
集
し
、
自
ら
の
主
張
を
内
外
に
示
す
貴
重
な

機
会
と
し
て
、
九
・
一
五
集
会
と
と
も
に
成
功
さ
せ
た
い
。　

　

地
公
三
単
産

　

地
公
三
単
産
新
組
織
結
成
断
念

新
組
織
結
成
断
念

　

八
年
に
及
ぶ
議
論
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
従
前
の
組
織
名
称
を
変
更
す

る
決
意
ま
で
し
た
「
日
本
都
市
交
通
労
働
組
合
・
都
市
交
」
「
全
日
本
水
道
労

働
組
合
・
全
水
道
」
「
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
・
自
治
労
」
の
統
合
・
新

組
織
結
成
は
五
月
一
〇
日
に
断
念
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。

　

運
動
の
理
念
・
組
織
の
骨
格
・
新
名
称
命
名
に
つ
い
て
は
合
意
が
な
さ
れ
た

が
、
産
別
継
承
組
織
で
あ
る
「
部
門
組
織
」
の
あ
り
方
で
最
終
一
致
を
見
な

か
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

連
合
へ
の
加
盟
単
位
は
「
地
域
公
共
連
合
」
と
し
て
既
に
一
本
化
し
て
い
る

が
、
こ
れ
も
近
日
中
に
解
体
、
三
組
織
毎
の
加
盟
に
戻
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

積
み
重
ね
た
協
議
を
基
礎
に
期
待
さ
れ
る
新
た
な
連
携

　

内
外
に
約
束
し
た
新
組
織
結
成
に
失
敗
し
た
こ
と
は
、
理
由
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
三
組
織
へ
の
社
会
的
信
頼
を
傷
つ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
今
後
現
役
組
織

で
は
、
断
念
に
至
っ
た
経
過
を
総
括
し
、
今
後
の
運
動
に
活
か
す
と
し
て
い
る
。

こ
の
間
の
率
直
な
組
織
間
協
議
に
よ
り
運
動
に
お
け
る
連
携
と
相
互
理
解
は
深

め
ら
れ
た
筈
な
の
で
、
そ
の
蓄
積
を
基
礎
に
し
て
統
合
を
目
指
し
た
原
点
で
あ

る
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
建
・
充
実
の
た
め
に
新
た
な
運
動
連
携
が
期
待
さ

れ
る
。


